
2016 年 10 月 30日
よなご幸朋苑　インタビュー報告書

見学日時：2016 年 10 月 14日
お世話になった方：よなごエリア　総合施設長　高岡さま
見学参加者：金子，高瀬

■施設概要
　こうほうえんではエリア制度という体制を独自に整
えており，1エリアで米子地域に住んでいる約 3万人
の方をサポートする体制作りを行っている。その中で
も，よなごエリアでは，グループホーム，介護老人福
祉施設，ケアハハウス，デイサービスセンター，訪問
介護事業所，ケアプランセンター，24時間保育所，
福祉用具販売など，多様なサービスを提供して地域の
高齢者の方々を支えている。

■地域概況
　米子市の中心市街地にある米子駅から，車で 15分ほどと少し離れたところに位置するが，ＪＲ
線と県道が至近に走っており交通の便がよいところに立地している。周辺は閑静な住宅街で，展
開している他の事業も近接しているため，地域間，事業所間での関わりが持ちやすいと考えられる。

■現在までの経緯や運営理念
　開設当初は介護のみでスタートし，現在は保育や医療，障害者へのサービスも展開し今年で 30
年目を迎えた。境港市のニーズから法人設立が行われ，法人設立の値が小学校の隣地だったこと
もあり，地域住民と繋がった施設にしたいという考えのもと制度の隔てなく住民をサポートでき
る体制作りを常に考えている。また，社会福祉法人の役割は税金の免除があるため，見える形で
住民の方へ返してしていくことが責任だと捉えており，日本初の 24時間保育に取り組む等，積
極的な運営を行っている。

■地域での展開
　地域総合支援室では高齢者だけでなく，障害者や移住定
住　の支援事業なども行っており，その活動が多種多様で
あることが窺える。また，こうほうえんでは地域で一緒に
暮らそう会という協議会を開催しており，民生委員や自治
会長など多様な職種，複数の自治会で集まって地域のニー
ズの汲み取りや地域にある課題解決の検討を共同で行い地
域に住む方を支える取り組みを行っている。一方で，地域
での活動においては事業所は主体的に動くのではなくバッ
クアップ的に動く事を重視しており，住民自治の力を最大
限発揮できるような地域整備を行っている。

この他，病院も含め 11か所で事業が展開されている。

■現場での取り組み
・住民ボランティア…仕事終わりの方が 18時頃から参加できるボランティアを開催している。その活
動を通して，住民の方はヘルパーの資格を取ることができ，理解を得ると共に離職者を増やさないた
めに活動している。
・基本ケアについて…起きる，食べる，排泄，清潔，アクティビティの 5つの基本ケアを中心に，そ
の人らしさを大切にする介護を行っている。特に排泄ケアを重点的に行っており，その人の尊厳を守
ることでＱＯＬの改善を図っている。また，入居者の生活のあり方を変え，生活を改善することが，
介護のやりがいにつながる。

■地域連携について
　多種多様な専門を持った施設の中で，地域福祉の連携
拠点として特養が中心となって動いていくことが大切だ
と考えている。地域総合支援室や地域で一緒に暮らそう
会の他に，子どもたちの学習支援の一環で島根と鳥取の
医学部の学生にアルバイトとして授業を行ってもらう場
の提供を行っている。レストランの場所も無償で提供し
ており，地域内の拠点づくりの場所を作っている。地域
は地域の方で支え合っていくことが大切で，互助の関係
づくりのための支援を中心に行っている。

■看取りへの考え方
　地域住民の方と一緒に元気な時から要介護度 5になるまでシームレスなトータルケアを目標としている。
そのための取り組みとして地域住民との連携はもちろん，心の健康づくり相談会の開催やホットラインを
設けるなどを行っている。また，在宅の方向けに，健康シート管理を作って自己チェックを行ってもらう
ことで，かかりつけ医との連携もしやすくなる工夫を行っている。このように，一言に「看取り」といっ
てもそれまでの利用者の生活や様々な関わりがあったことを理解して，地域の方にも協力してもらいなが
ら孤独死をさせないために多様な取り組みを展開している。

■まとめ
　この他に，こうほうえんでは，利用者の立場に立った介護を中心としている一方で，その生活を支える
職員の方の生活もケアも同時に行っていると感じた。介護の質向上にはただ時間をかければよいというこ
とではなく，その人の生活を理解し，施設と地域，職員と利用者が同じ目標のもと支え合って行くことが
求められている。そうした中で，こうほうえんの積極的な地域ニーズの汲み取りや解決のための取り組み
は「地域を繋ぐ役割」として機能しており，連携の際にどのような拠点施設が必要なのか，またどのよう
な運営を具体的に行っていくことが大切であるかを勉強することができた。
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